
基本健康診査時に、 加速度脈波を用いて

検討 した、 指趾の血 管加 齢変化 とその関連因子

渡辺 弘美

要 旨 ： 基 本 健 診 期 間 に ４１～８２ 歳 の １３１ 名 （男 性 ３６ 名、 女 性 ９５ 名、 平均 年 齢 ６２．８土１０．６ 歳） に

加速度脈波の検査を施行 した。 加速度脈波 （ＡＰＧ） は非観 血的、 非侵襲 的な検査であり、 末梢循 環

動態を反映 し、 さらにその成分の分析により血管推 定年齢 が算出さ れて動脈硬化
な どの判定に も有

用 で あ る。 対 象 と なっ た 大 東 町民 の 血 管 は、 ４０～７０ 歳 代
は 年 代 相 当 の 加 齢 変 化 を 呈 して い た が、

高 齢 者 の な か に は非 常 に 若 々 しい 血 管 を 有 す る と思 わ れ る 住 民 も い た。 足 の ほ う が 手 よ り ８．８ 歳 有

意 に 若 か っ た。 血 管年 齢 が正 常 範 囲 であ っ た の は ７４％ で あり、 血 管 牢 齢 が 実 際 の
隼 齢 よ り １０ 歳 以

、ヒ高 かっ た の は ２６％ （異 常 群） で あ っ
た。 異 常 群 は 年 齢 が若 く、 基 準 値 の範 囲 内 で あ る が、 拡 張

期 血 圧 が高 く、 ＨＤＬ・Ｃ が低 く、 ヘ モ グロ
ビ ン や ヘ マ トク リ ッ ト が 高 い と い う 特 徴 を有 して い た。

特 に農業に従事 して よく動く高 鯖者の血管年齢が若いのが印象的であっ た。 そ れに対 して壮年 者の

血 管年 齢が高く、 生活習慣病 を念頭におい た今後の健康 指導の
重要 性を強調したい。

Ｉ． は じ
め に

「ヒ ト は 血 管 と と も に 老 い る」 と 言 わ れる。

我 国 は 阯 界一一の 長 寿 国 と な り、 ９０ 歳 以 上 の 超

高 齢 者 の増 加 は 目 覚 しい も の が あ る。我 国 の 死

因 の 第 １ 位 は 悪 性 新 生 物 で あ る が、 ９０ 歳 を 過

ぎる と む し ろ ガ ンの 発 生 よ り も 血 管 障 害 が

ＡＤＬ （臼常生活動作） や ＱＯＬ （生活の質） の

低 下 を も た ら し、ひ い て
は生 命 予 後 を 規 定 す る

こ と と な る。血 管 を い かに 若々 しく 保 ち 虚 血 性

心 疾患や脳 血管障害 の発症 予防に緒 びつ ける

こ と が可 能 で あ る か が 「健 や か に 老 いる」、 す

なわ ち健康 長寿 のための必須条件の １ つ であ

る と 考 え る。

血 管の老化を ものがたる動脈 硬化は、遺伝的

素 因 を 始 め、取 り 巻 く 種々 の 環境 や 習 慣 によ る

と こ ろ が 大き い の は 周 知 の 事 実 で あ る。そ こ で

筆者は、 平成 １３年度 大東町
基本 健康 診査受診

者に加 速度 脈波を用 いて 末梢循 環動態 を検 討

し、検診 時の諾測 定値 や血液検査 デ
ー ターな ど

を関連因子と して検討を行い、住民の血管年齢

の 一 面 を 評 緬 す る こ と を 目的 と し た。

加 速度脈 波 （ＡＰＧ） は指 先容 積脈波の 原波

形 を ２ 次 微 分 し、有 効 な 情 報 を 抽 出 し た も の で

あ る （図 １）。 加 速 度 脈 波 に
は ａ，
ｂ
，ｃヨ
ｄ
，ｅ
の 変 蜘

点 が あ り
、 ａ
に 対 す る ｂ

，ｃ，
ｄ の 高 さ を 求 め る。

こ れ を 用 い て 波 形 を Ａ～Ｇ の ７ハソーンに 分 類 し、

血 液循 環動 態 を 評 樋 す る。ハ
直ターンＡ は最 も 循 環

が 良 好 な 状態 を 表 し、ハ
古ターンＧ へ い く に 従 い 循

環が悪い状態を示す。加速度脈波測定の結果 を

イ ン デ ッ ク ス （ＡＰＧ・ト・ｂ斗ｃ柵／ａ） で 表 し、 年

鯖、 身 長、 体 重、 血 圧 な どの 個 人 情 報 を 加 味 し

て 提 示 さ れ る の が 血 管 推 定 年 鯖 で あ る。
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図２） 指趾における測定 デー タ ー の 統 計 処 理 に は Ｓ鰍 ｙｉｅｗ を 用 い、

ｔ検 定、 相 関 分 桁、 分 散 分 析 を 行 っ た。

ｗ． 結 果

今 後、 指 で の 測 定データーに 対 し 「手」、 趾 で の

測 定データーに 対 し て 「足」 と 記 載 す る こ と も あ

ら か じ め 述 べ てお く。

亙． 対 象

平成 １３年度 の基本 健康 診査期 間に検診のた

め に 保 健セ ン タ ー を 訪 れ た 中 で、加 速 度 脈 波 の

測 定の主 旨を説明 した後に検査を希望 した ４１

歳～８２ 歳 の １３１名 （男 性 ３６ 名、女 性 ９５ 名）。

平 均 年 齢 は ６２．８±王０．６ 歳。４０ 歳 代 が １９名 （男

性 ３ 名、 女 性 １６ 名）、 ５０ 歳 代 ２５ 名 （男 性 １１

名、 女 性 １逃 名）、 ６０ 歳代 迎９ 名 （男 性 １４ 名、

女 性 ３５ 名）、 ７０ 歳 代 ３５ 名 （男 性 ７ 名、 女 性

２８ 名）、 ８０ 歳 代 ３ 名 （男 性 １ 名、 女 性 ２ 名）。

図 ３）

加速度脈波被検者の年齢構成
人
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皿． 方 法

加 速度脈 波の 測定に はフク ダ電子 社加 速度

脈 波 計 ＤＹＮＡ ＰＵＬＳＥ ＳＤＰ・１００ を 用 い た。

測 定 の 条 件 は、 平 均 室 温 ２５～２６℃ の も と、 約

５ 分 間 以．．ヒの 安 静 仰 臥 の 後 に、 測 定部 位 は 原則

と し て 左 側 第２ 指 先、左 側 第 ！ 趾 と した（図２）。

健診は午後に施行されたが、同 日の昼 食や服薬

は 中 屹 と し た。

今 回は加速度脈波ハ冷ン （以 下 ＡＰＧ 刊、１航

管 推 定年 鯖、 ｂ／ａ、 脇 に 関 す る 解 析 を 行 っ た。

１． 加速度脈 波κタ吋 よりみた 加齢変化

１）４０～８０ 歳 代 の 年 代 毎 の 変 化

王３１ 名 の 指 ・ 趾 （手 ・ 足） ２６２ 部 位 のハ㍗一ン

を 年 代 毎 に 表 した。

図 逐）
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⑪％ 窒０鴨 局⑪荒 ６０毘 筍Ｏ完 、ＯＯ鴨

手 足 を 合わ せ た 結 果 で は、ハ
出ターンＡ が 認 め ら れ

た の は 郷 歳 代 の み で あ り、 以 後 は 加 齢 に伴 っ

てハ
竈
ターン Ｂ は 減 少 し、 Ｃ の 増 加 が 認 め ら れ た。

循 環 動 態 が 最 も 不 良 で あ る こ と を 表 すハ右ターン Ｇ

は ５０ 歳代より出現し ７０ 歳代までは増加 が認

め ら れ た が、 ８０ 歳代 の 対 象 に は み と め ら れ な

か っ た 。

２） 手 の 蛆 Ｇ・Ｐ （図５）、 足の ＡＰひ Ｐ （図６） を

各々年 代毎に 表 した。

図５）
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図６） （表１）

年代 毎にみたバターン分 布（足）

４０歳 妖

５０歳 代

６０湊 代

７０竃 妖

高ｏ釜代

手昆 の 差 の 宥 無 と 程 度 に 主る 群 の 分 類 例 数

Ａ 群： 手 と 足 が 同 じ パ タ ー ン ２９■１３王 鰯 （２２％）

Ｂ 群 ： 手 と 足 が 近 似 し たハ
自ターン 脳 ■１３１ 例 （｛９ ％）

Ｃ 群 ： 手 と 星 に ２ハ γン以 上ヰ瞬 あり ３８■ 閉 鰯 （２９％）

０鴨 ２０完 ４０鴉 拮Ｏ鴨 ８０鴉 １００鴨

ペターンＡ が 認め ら れた の は 如 歳 代 の 手 の み

で あ っ た。加
齢 と と も に 手 の ペターン Ｂ は 減 少 し、

８０ 歳 代 で は 認 め ら れ な かっ た。 最 も 循 環 動 態

が 不 良 で あ るハ由ターンＧ が 手 で は ５０ 歳 代 よ り 出

現 し、 加 齢
と と も に 出 現 の 割 合 が増 加 した が、

８０ 歳 代 の 手 に は認 め ら れな か っ た。

昆 にお いて は、手 に 見 ら れた よ う な 加 齢 変化

は 明 ら か で な か っ た。 ４０ 歳 代 で
はハ㍗一ンＢ，

Ｃ

の み で あ る が、 ５０ 歳 代 よ り Ｃ が 出 現
し 加 齢 と

と も に 増 加 した。 そ して ７０ 歳代 で
は さ ら に Ｆ

が 認 め ら れた。 しか し８０ 歳代 で
は、 温 と Ｅ の

み で あ っ た。

加 速 度 脈 波ハ㍗一ンよ り み た 変化 は、 手 に お い

ては ７０ 歳代ま では年代による加齢変 化が認め

ら れ た が、 足 にお い て は手
と は 異 な り 加 齢 変 化

は明確でなく、手より循 環動態 が良好
であるこ

とを示す結果が得られた。

３） 個 体内 にお ける、 手 （指）
と是 （趾） の

加 速 度 脈 波κターンの差 異 の 検 討

① 加 鯖 に伴 い 手 ・ 足 に 出 現 す るハ γ シの 差 を 検

討 し た。

Ａ 群 は 手 足 の ＡＰＧ・Ｐ が 同 ・一の 対 象 者 で あ る。

Ｂ 群 は
、
手 足 の ＡＰＧ・Ｐ が、

た と 乏 ば 手 がパ ター

ン Ｂ で 足 がハ
直
ターン Ｃ の ご と く、

異 な っ て は い る

が 近 似 した 対 象 者 の 場 合。 Ｃ 群 は、 手 が
〆ターン

渇 で 足 がハ㍗一ン Ｄ の ご と く 手 足 に ２ ハ
有
ターン以．．

ヒ

の相異 がある対象者と した （表 １）。

② 手 足 のハ 牢 ン差 に よ り 分類 し た Ａ 群、 Ｂ 群、

Ｃ 群の対象者 の平均歴年 齢。

Ａ 群 ２９ 例 の対 象 者 の 平 均 年」齢 は ５９．２ 歳、 Ｂ

群 ６４ 名 は ６３．
９ 歳
、
Ｃ 群 ３８ 例 は ６４，０ 歳

で あ っ

た。こ れら の ３ 群 間 に お け る 平 均 歴
年 齢 に 有 意

差 は 認 め ら れな かっ た。

２． 血管推定 年齢
より検討 した、 手 （指）

と

昆 （趾） の加速度脈波

１） 歴 年齢と、 手昆の血管推 定年齢の差の検 定

全対 象 の 歴 年 齢 は ６２．８ 歳 で あ り、 手 斑 管 推

定 年 鯖 の 平 均 は ６３．４ 歳、 足 血 管 推 定 年 齢 の 平

均 は ５４，０ 歳 で あ っ た。 手 血 管 推 定 年 齢
と 歴 年

齢 の 差 は 有 意 で はな か っ た が、 足 は ８．８ 歳 若 か

っ た（ｐ二０．０００１）。

２） 血 管 年 齢に お ける 異常 群 と 正 常群 の歴 年

齢の比較

（表２）

全 対 象 Ｎ・至３１ 正 常 群 帖 ９７ 異 常 群 困・３４

手 年 齢 ６３
．
４ ± １０

．
７ ６ユ

．
３ 士 １０

．
王 ６９

．
３ ± ！０．

王 歳

是 年 齢 ５皇．Ｏ 封 ３．
王 ５互
．
７ 到 ２

，
３ ６０

．
８ 士 ！３．３ 歳

加速度脈波測 定結果を身長、 体重、 歴年 鮒で

補 正 して得 られた 航管推 定年 締が 歴年 齢と比

較して約１０ 歳以内 であるものが正常 範囲と規

定 さ れ、 １０ 歳 以 上 年 齢 差
が あ る 例 を 異 常 群 と

した （表 ２）。 手の 指の血管年齢
と 足の指の血

管 年 齢を 合 わ せ た も の を 手 足 年 齢、指
を 手 年 齢、
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足を足年齢とした。 全対象者の、 加速度脈波所

見 よ り 得 ら れ た 手 の１航管 年 齢 の 平 均 は ６３．４土

亙Ｏ
，
７ 歳
、
昆 の 血 管 年 齢 の 平 均 は ５４

，
Ｏ±１３．１ 歳

と、 足 の ほう が ９．４ 歳 斑 管 年 齢 が 若 か っ た。

３） 歴年鯖と、 加速度脈波による血管推定年 齢

との関連 （手足、 性別に関 して）

（表３）

畜附と姓別

④ 手 滋管護 定隼 齢

（互一患 槻 管 錐 定 隼 齢

圭３ 手 廠管鑑 定 隼鶴 年齢 （勇 性∋

④ 是 愈管推 定 隼齢 娚 燈）

一１蔓二■手 槻 管 推 定 隼 齢 汝 童生）

（ε■昆 滋管雛 定 隼齢 （女袈主）

孝鰯録数 Ｐ

０，５０６ ｐくＯ．ＯＯ茎 ＊

Ｏ
．
１ ９ ： Ｐ く Ｏ。

豆

Ｏ．茎６５ ｐくＯ－
０茎 ＊

⑪。且５三 ｐ－８．３
７４５

⑪。追８８ ｐくＯ．０
０１ ＊

０
－１
６９ ｐ＝Ｏ 苅 昌５

尭宥
一
慧 叢 あ ≡コ

対象全体の歴 年齢と、加速度脈 波によ 引血管

推 定年齢の関連、す なわち 実際の年 齢と脈波で

み た血 管年齢 が相 関 して いる ものか どう かを

検 討 し た （表 ３）。 手に お い て」正 の相 関 を 有 し

て い た。足 で は 軽 度 の 傾 向 を 示す 程 度 で あ っ た。

足 のほ う が 手 より 血．管 が 若 い 傾向 が 示 唆さ れた。

性 差 を 含 めて 検 討 した と こ ろ、 手 で は、 女 性

に お い て男 性 よ り 強 い．正 の 相 関 がみ ら れ た。是

で は男 女 と も に 相 関 が 認 め ら れ な か っ た。す な

わち 足にお いて は加齢変 化 が年鯖の みで は規

制 さ れ て い な い こ と に な る。

（関７）
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４） 磁 管 推 定年 齢 が正 常 範 囲と そ れを 超 える

群 と、 基 本 健 診 諸 検 査 ・ 因 予 と の 関 連

血管 推定年 齢 が実際の 暦年 齢と の比較 で正

常 範 囲 で あ っ た の は ９７ 名 （以 下 正 常 群）、勇 性

２７ 名、 女 性 ７０ 名 で あ っ た。 血 管 推 定 年 齢 と

１０ 歳 以 上 の 差 で 高 締 で あ っ た の は ３４ 名 （以 下

異 常 群）、 男 性 １０ 名、 女 性 ２４名 で あ っ た。

対象 を血 管推定年 齢 が正常 範囲 であっ た正常

群と、血管推定年齢が歴年 齢よりも高 齢にでた

異 常 群 の ２ 群 に 分 類 し、 基 本 検 診 諸 検 査 値、 諾

因子との関連を検討 した。基本健診 検査値 や諸

因 子 に は、 対 象 の 平均 年 齢、 肥 満 度、 収 縮期 血

圧
、 拡 張

期 揃 旺
、
ヘ モ グ ロ ビ ン

、
ヘ マ ト ク リ ッ

ト
、
総コレステ吐ル、 Ｌ

Ｄ レＣ
，
ＨＤＬ・Ｃ、 申 性 脂 肪、

空 腹 時 血 糖、 ＨｂＡ１ｃ の １２ 項 目 が含 ま れる。

（表 迎） 血管推 定年 締が正 常 であっ た群 と、 暦

年 齢よ りも 高齢 であっ た異常 群 の２群 問での

検討

年鯖は異常 群で若く、肥満 度は異常 群で大 で

あ り、収 縮 期 血 圧・拡 張 期 血 圧 は異 常 群 で 高 く、

ヘ モ グロ ビ ン、ヘ マ トク リ ッ ト は 異 常 群 で 高 く、

総 コ レ ス テ ロ ー ル は 正 常 群 で 高 く
、
ＬＤＬ・Ｃ は

正 常 群 で高 く ＲＤＬ・Ｃ は 正 常 群 で高 く、 申 性 脂

肪 は異常群 で高く、空腹時血糖は異常 値で高く、

ＨｂＡ１ｃ は正 常 群 で 高 かっ た。 し か し い ず れ も

測 定値 としては基準値の範囲内 であった。血管

年 齢の正常群と異常群間において、諸 検査値や

諸 因 子 と の 間 に 有 意 差 を 認 め た の は 年 齢

（ｐ＜０．０５）、 拡 張 期 鮒 圧 （ｐくＯ．１）、 ヘ モ グ
ロ ビ

ン （ｐく０．０５）、
ヘ マ ト ク リ ッ ト 値 （ｐく０．０５）、

ＨＤＬ・Ｃ （ｐ＜Ｏ．
１）で あ っ た。
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３． 加 遠 度 脈 波 成 分 の ｂｌａ， ｄ／ａ よ り み た 血 管

の加齢変化

加 速 度 脈 波 の ａ～ｅ 成 分 より 算 出 し た ｂ／ａ は

航管 の 器 質 的 な 血 管 変 化 を、 ｄ／ａ は 機 能 的 変化

あ ら わ す と さ れ て い る。
こ こ で は 手、 足 に 分 け、

そ の 各 々 の 歴 年 齢 との 相 関 を 検 討 した。

１） 手 の加 速度 脈波のｂ／ａと年 齢との相関

加 齢と と も に ｂ／ａ 値 は 増 加 し、 年 齢 と 正 の相

関 を示 し た。

図 １３）
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２） 手の加速度脈波の 鮎 と年鯖との相関

加齢とともに 碗 値は減少 し、年齢と負 の相

関 を 示 し た。

図 至４）
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３） 足の加速度脈波のｂ／ａと年齢との相関

加 鯖 と と も に ｂ／ａ 値 は 増 加 し、 年 齢と 弱 い 正

の相 関 を 示 し た。

図 １５）
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遂） 足の加速度脈波の 賄 と年鯖との相関

加 齢 と と も に ａ／ａ 値 は 減 少 した が、 年 齢 と の

棚 関 は 認 め な か っ た。

図 王６）
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脂 血症、 肥 満 な どの 特微 が あっ た。 し か し い ず

れにも属 さな い対 象者にお いて は運 動習 慣 が

少 な い と い う 例 が多 かっ た。
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逐． 手昆 の 血管推 定年 鯖が高 かった 対象 者の

検討

手足 の両 部位の 推定 血管年 鯖が高 かった 対

象 者の 特 微 を 検 討 し た。

男 性 は そ れ ぞ れ 肥 満 度 ｕ５，７％、 高 血 圧、 高

Ｖ
．
考 案

１。 加速度脈 波の測定・解析 の意義

加速度 脈波は、非侵 襲的で簡便な末梢循 環機

能 の 評 術 法 と して利 用 さ れ て い る。著 者 は こ れ

ま でに 加 速 度 脈 波 を用 い て、 病 院 や 施 設 の ９０

歳以皿虻の 超高齢者に加速度 脈波を施行 し、末梢

循 環 動 態 の 検討 を行 っ た。 超 高 齢 者 で は、 脈 波

所見は不 良な例 が多かった が、特 に日常生 活動

作 （Ａ 肌） レベル が低い例や、 重篤 な 疾患 を

有 す る 例 で は 不 良 で あ っ た。超 高 鯖 者 に お い て

は脈波 所見 は個 人差や個 体内 の部 位差 が認め

られ、動脈 硬化 所見 が身体内で様々 に進 展 して

い く こ と が 予 測 さ れ た １）２）。 ま た脳 血 管 障 害 を

有 す る 例 や 高 鯖 者 に お い て も、リ ハ ビリ テ ー シ

ヨ ン に よ る 脈 波 所 見 の 改 善 が 見 ら れ た こ と か

ら、末梢循環動態の改善に結 びつく 運動の効用

が 示 唆 さ れ た ３）。

一 方、 三 上 は 実 際 に は ７０ 歳 の ヒ ト で も ４０

歳 代、 ６０ 歳 代 の 若々 し い 血 管 年 齢 は か な り の

率 で 存 在 す る こ と が 予 想 で き る、す べ て の 老 人

血管 は 全 て 高 度 に 老 化、硬 化 し て い る と の 先 入

観や 思 い こ み に 対 し て 提 言 を し て い る ・）。 ま た

馬庭 らは、加 遠度 脈波測 定が動 脈硬化の 診断法

の 王 つと１して 評 傲 を 受 けて い る が、ひ と の 生 理

的変化に敏感 である し、条件設定を 明確に した

う 支 で 繰 り 返 し 測 定す る こ と に よ っ て ひ と の

健康 の揺 ら ぎをも示 唆してく れる と 言う 点よ

り 発 展 的 利用 法 も 話 題 と な っ て い る ５）。

宮井 ら は加速 度脈波 による 高血 圧発 症リス

ク の 評 筒 に 関 す る コ ホ ー ト 研 究 を 行 っ た。そ の

結 果、加 速度 脈波 は正 常症旺圧者 における 高血 圧

の 進展 に対 し他 の危 険因子 と は独立 し１た付加

的 な情 報を 提供 しうる もの である と 述べて いる６）。

一 ５４ 一・



２． 大東 町民 の血管は若 いですか？

手 足 を 合 わ せ た 加 速 度 脈 波ハ古ターンの 検 討 に よ

る と、 迅ｏ～７０ 歳 代 は 加 鯖 に 伴 う 変 化 がみ と め

ら れた が、 ８０ 歳 代 で は よ り 若 い 年 代 にみ
ら れ

た Ｇ パターンは 認 め ら れ な か っ た。 こ の結 果を 手

と足に分けて検討 した。手のほう が加 齢変化 は

あ き らか で あ っ た の に 対 して、 足 で は ８０ 歳代

で もペターンＢ が認 め ら れ、 手 よ り も 若 い 血 管 で

あ る と い 乏 る。 ５０ 歳 代 以 上 に お いて は、 高 澤

らの 報告 にみる ３２３ 例の結果より若 い血管を

有 し、血 管 年 齢 が 若 い 集 団 であ る と 評 価 さ れる。

実際 の年 齢と血管推 定年 齢の相 関 をみた 結

果 にお いて も、手 は
ほ ぼ 実 際の 年 齢 と相 関 した

血 管 加 齢 変化 で あっ た が、 足 に お い て は ４０ 歳

代 で は 血 管 推 定 年 齢 が 高 い ヒ ト が 多 か っ た が、

８０ 歳代 の高 齢になって も血管推 定年齢が平均

６０ 歳代 と、 弱い 相 関傾 向 を 認め た の み で あ っ

た。 男 女 別 で 検討 す る と、 手 で は 有 意 の 加 齢 変

化 が 見 ら れ た が、足 にお いて は 加 齢 変 化 は 明 ら

か で は な か っ た。 壮 年 の男 性 は、 特 に 足 で 高 い

血管年鯖を有する例が目立つが、高齢男性の足

の血管は若いと予測された。高齢の対象者は農

業従事者が多くよく動く、一方で壮年者は会杜

勤務等が多く、血圧や肥満度に問題を有 してい

た
。

加 速度脈波の脈波 成分 ｂ／ａ は血管の器質的

硬 化 変 化 を 反 映 し加 齢 と と も に 値 は増 加、 ａ／ａ

は機能的変化を反映 し、加齢
とともに 減少する

と さ れて い る。 こ こ で も 手 で は器 質 的、 機 能 的

と も に加 齢変 化 を 呈 して い た が、足 で は 器質 的

に弱い相関を呈 し、機能的には有意の変化 は認

め ら れ な かっ た。

調 査対 象と なった 大東町 の就 業人口 からみ

た 主 な 産 業 は、 製 造 業、 農 業 が 主 で あ る が、 蝸

歳 以上 の総 人口に 占める農 業 人口の割 合は約

３０％ に あ た る７）。 得 ら れ た 今回 の 調 査 結 果 にお

い て 特 徴 的 であ っ た の は、農 業 に 従 事 する 高 齢

者の 血管年 齢の若 さであっ た。農業 に従事する

高 齢 者 が 日 常 的 に、 一１ヨ中 よく 体 を 動 か し、 土

の 上をよ く歩 いて いる姿 が良 好な 加 速度脈 波

所 見 と 重 な っ て 描 き 出 さ れ た。 し か し一一方 で は、

血管推 定年 齢が、 正常群 （平均 年 齢６５ 歳） よ

り も正常 範囲を逸脱している異常 群（平均 年齢

５８ 歳） で有 意 に若 い と いう 結 果 が得 ら れ た。

調査 の対 象の中でも、運動習 慣 が無 かったり少

な い の は若 い 群 に 多 か っ た。大 東 地 区 に お い て

も今後 は特 に中・壮年 者に対 する生 活習 慣病の

１ 次予 防の重要 性 が強調さ れる べき である と

考 える。近年 は特に小 学校高学年の男 児の肥満

が取り 沙汰されている。血管の硬化性 変化の過

程を考乏たとき、食生活や運動習慣 を加味 した

生活習 慣病 の一次予防は、すでに小児期 より開

始さ れるこ とが若 い血 管を保 つ こと に結 びつ

く。遠藤 らは大東町の食環境と住 民の健康に関

連 した食行動に関する調査を継 続、研 究 してい

る が７）、 血 管 状 態 と 連 携 した 調 査 も 意 義 が あ る

も の と 考 え る。

３、 血管 推定年 齢が高 い群 は、 健 診緒果 と関

連 して どんな特 徴がありま すか？

脈 波 所 見 と、 診 察・ 検査 所見 よ り、 血 管 推 定

年 齢が高 齢化 している モ デルと して 次の よう

な像が浮か び上がってきた。 「健 診を受けた若

い 年 代 の 方 で、 小 太 り、 血 圧 も 正 常 範 囲 と は 言

いがたく、特に時々一低いほう の血圧が高い一

と 言 わ れる こ と が あ り、 コレステロールの 値 は 高 い と

は 言わ れな い け れ ど善 玉 のコレス和一ルが 多 い と い

う わ け で も な く、 油 っ こ い 物 が 好 き で、 お 酒 も

ついつい量がす ぎて しまう。糖 尿病はまだ大丈

夫。 会 社 勤 め で 運 動 不 足、 デス ク ワ ー ク が多 く

余り歩くこと もない。お 茶も余 り飲まないの で

脱 水 に気 を つ け た 方 が 良 い。」… こ ん な 条 件

を 備 え て い れ ば いる ほ ど、航 管 年 鯖 が 高 い 可 能

性 があるの で生活習 慣の改善がの ぞま れる。

尾崎 らは、 加 速度脈波 と年齢、 総頸動脈の最

大肥厚部 とそ の前 後の測 定値 に有 意の梱 関 が

あると報告 し、加 速度 脈波の動 脈硬化の指標
と

しての有用性 を示唆 した。さ らに動脈 硬化危 険

一 ５ ５・一・一



因 子 と ｂ／ａ と の 関 連 で、 年 齢、 血 圧、 体 脂 肪 率

な ど を 挙 げ て い る９“。

糖 尿 病 は、 ｓｕｂｃ１楡ｉｃａ１ な 糖 代 謝 障 害 の 時 期

の 長 さ が、合 併 症 の 発 症 に 大 き く か か わ っ てく

る と言わ れる が、糖尿病患者の加速度脈波 所見

は、手 足 と も に 罹 病 歴 が 長 く な る と と も に悪 化

する 傾 向 があ る と さ れて い る９）。 ま た、 脳 血 管

障 害 を 有 す る 高 齢 者 に お い て、リ ハ ビリ テ ー シ

ョ ンにより 末梢循 環動態 が改 善す ると いう 知

見 を 得 た り２）、 中 高年 者 で 歩 行 運 動 後 に 航圧 が

改 善 じ て 加 速 度 脈 波κターンが改 善 す る な ど ］⑪｝、

加 速度 脈波 の臨床 面へ の応用 が盛 んに行 わ れ

て いる。 非 侵 襲 的 ・非 観 血 的 で簡 便 に、 繰 り 返

し測 定 が 可 能 で あ るメ リ ッ ト を 生 か しつ つ、今

後も対 象者を増やし、他の関連因子との検討を

加え、大東 町町民の血管の若さの本質に追ると

同 時 にｒ健 や か な 老 い」に 寄 与 した い と 考 える。

ＶＩ． まと め

大東 町住民 １３１ 名の 手足の加 速度 脈波を測

定 した。 血 管 年 齢 は足 で有 意 に 若 か っ た。 特 に

高 齢者群 で 下肢の血 管年齢 が若 いの が目立っ

た。 そ れ に 対 して 壮 年 男 性 の 而１管年 齢 が 高 く、

生活習慣病 の一次予 防の重要性 が示 唆された。
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